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は
じ
め
に

　

近
年
、
小
谷
量
子
氏
は
初
期
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
、
続
々
と
論
考

を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
屛
風
制
作
の
時
代
に
お
け
る
政
治
過
程
や
人
物
史
に
つ
き
詳
細
な

研
究
を
把
握
で
き
て
い
な
い
評
者
に
は
教
え
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
主
題
と
な
る
洛
中

洛
外
図
屛
風
に
つ
い
て
は
、
研
究
段
階
の
把
握
、
画
面
の
読
解
、「
歌
絵
」「
物
語
絵
」
概

念
な
ど
、
基
礎
的
な
部
分
で
疑
問
を
抱
く
。
関
係
分
野
の
研
究
者
に
も
同
感
と
思
わ
れ
る

が
、
内
容
吟
味
が
不
十
分
な
ま
ま
言
及
・
紹
介
さ
れ
る
兆
候
が
あ
り
、
温
度
差
も
あ
ら
わ

に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
典
型
的
か
つ
全
般
に
及
ぶ
問
題
点
を
、
小
谷
氏
に
よ
る
上
杉
本
理

解
の
要
で
あ
る
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屛
風
に
描
か
れ
た
将
軍
の
行
列
」（『
ヒ
ス
ト
リ

ア
』
二
五
七
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
の
冒
頭
部
分
を
事
例
と
し
て
検
討
す
る
。

一　

小
者
の
人
数

　

上
杉
本
左
隻
（
上
京
隻（

１
））
の
「
公
方
様
」
足
利
将
軍
邸
に
向
か
う
大
き
な
行
列
と
そ
の

中
心
と
な
る
輿
に
乗
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
大
塚
活
美
氏（

２
）が
注
文
主
を
示
唆
す
る
モ
チ
ー

フ
と
し
て
着
目
し
て
以
降
、
歴
史
学
か
ら
の
上
杉
本
研
究
の
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
小
谷
氏
の
論
文
は
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
の
蓄
積
を
十
分
に
咀
嚼
せ
ず
、
突
飛
な

解
釈
を
施
し
て
、
上
杉
本
の
制
作
背
景
が
解
明
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
こ
の
行
列
の
主
人

は
、
具
体
的
な
特
定
人
物
か
否
か
は
措
く
と
し
て
、
管
領
ク
ラ
ス
（
あ
る
い
は
大
名
以

上
）
の
人
物
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
小
谷
氏
は
足
利
将
軍
と
断
定
す
る
。
そ

の
核
心
的
な
論
拠
は
、
行
列
に
描
か
れ
た
従
者
の
う
ち
、
小
者
を
六
名
と
数
え
、
そ
れ
を

『
蜷
川
家
文
書（

３
）』
の
「
公
方
様
の
御
小
者
ハ
六
人
被
召
仕
候
間
、
六
人
召
具
候
事
有
間
敷

候
」
と
い
う
記
述
と
結
び
つ
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

公
方
の
行
列
に
お
け
る
御
小
者
が
六
人
と
い
う
点
は
、
小
谷
氏
の
創
見
で
は
な
く
、
例

え
ば
二
木
謙
一
『
中
世
武
家
の
作
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
指
摘
が
あ
る

（
一
〇
六
頁
）。
武
家
故
実
書
を
用
い
て
上
杉
本
の
行
列
の
主
を
将
軍
と
論
証
す
る
な
ら

ば
、
中
世
後
期
の
武
家
故
実
お
よ
び
故
実
書
に
関
す
る
最
良
の
手
引
き
と
い
え
る
本
書
の

参
照
は
必
須
で
あ
る
。
以
下
で
は
二
木
氏
の
記
述
を
逐
一
引
用
し
な
い
が
、
そ
の
索
引
を

用
い
て
絵
画
と
文
献
と
を
往
還
す
る
作
業
が
小
谷
論
文
に
は
欠
け
て
い
る
。
小
谷
氏
が
引

用
す
る
『
蜷
川
家
文
書
』
は
、
前
欠
の
題
不
詳
の
武
家
故
実
書
で
、
二
木
氏
が
引
用
（
一

一
〇
頁
）
す
る
『
宗
五
大
艸
紙
』（『
群
書
類
従
』
武
家
部
）「
公
方
様
御
成
の
様
体
の
事
」

を
併
せ
見
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
は
最
後
で
再
び
触
れ
よ
う
。

同（
公
方
様
）御小
者
六
人
宛
番
に
お
り
て
走
り
申
候
、
左
候
程
に
、
大
名
衆
ハ
四
五
人
程
迄
も

過
候
由
、
故
人
に
は
被
申
た
る
と
て
候
、
当
時
大
名
の
こ（

輿

）しの
先
へ
ハ
十
人
あ
ま
り

も
走
候
、
又
大
方
の
人
ハ
小
者
二
三
人
に
房
可
然
候
し
、
惣
じ
て
ハ
人
の
ぶ（

分

限

）

げ
ん
に

よ
り
て
召
つ
れ
候
、
人
数
は
さ
だ
ま
ら
ず
候
よ
し
申
候
、
公
方
様
に
は
御
中
間
と
て

ハ
な
く
候
、
房
同
前
、
御
長
刀
も
た
せ
ら
れ
候
事
候
へ
ば
、
門
跡
の
御
力
者
参
候
、

　

現
在
、
行
列
の
部
分
を
大
き
く
見
ら
れ
る
図
版
は
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
上
杉
家
本

（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）
で
あ
り
、
お
手
元
に
ご
用
意
を
頂
き
、
ご
参
照
を
お
願
い
し

た
い
。
所
蔵
館
か
ら
画
像
の
提
供
を
受
け
【
図
１
】、
小
谷
論
文
に
も
と
づ
き
【
左
・
参

考
図
】
を
作
成
し
た
。
小
谷
氏
が
小
者
と
し
た
人
物
に
１
〜
６
の
番
号
を
付
し
て
い
る
。

　

一
般
に
、
行
列
に
従
う
人
々

は
、
装
束
や
持
ち
物
に
よ
っ
て
身

分
や
役
割
を
示
し
、
左
右
の
対
称

性
を
意
識
し
た
隊
列
を
組
む
。
こ

の
場
合
、
被
り
物
や
髪
型
が
指
標

と
し
て
分
か
り
や
す
い
。
小
者
は

「
行
列
の
時
の
先
払
い
や
将
軍
の

身
の
回
り
品
を
持
つ
存
在
」（
小

史
料
紹
介
と
研
究

藤
原
　
重
雄

上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
を
め
ぐ
る
新
説
に
つ
い
て

―
行
列
従
者
・
輿
の
理
解
―

１
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図１　上杉本「洛中洛外図屛風」左隻第四扇（部分）　米沢市上杉博物館所蔵・提供
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谷
論
文
三
二
頁
）
だ
が
、
近
世
武
家
奉
公
人
の
身
分
へ
の
展
開
過
程
は
措
き
、
室
町
将
軍

周
辺
の
段
階
で
は
、
成
人
前
の
少
年
が
基
本
的
な
属
性
と
な
ろ
う（

４
）。

成
人
の
指
標
は
烏
帽

子
、
あ
る
い
は
露
頂
な
ら
月
代
・
髷
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
者
は
童
髪
で
あ
っ
た
り
、
例

外
的
に
元
服
し
た
ば
か
り
で
烏
帽
子
を
着
け
る
場
合
は
長
小
結
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

上
杉
本
を
確
認
す
る
と
、
１
・
２
は
若
年
で
束
髪
に
描
か
れ
、
小
者
で
あ
る
。
３
・
４

は
侍
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
小
者
で
は
な
い
。
５
・
６
は
露
頂
で
１
・
２
の
よ
う
な
若
年
で

は
な
く
、
小
者
と
見
な
す
必
要
は
な
い
（「
又
小
者
」
と
い
う
階
層
も
あ
る
が
詳
細
未
検

討
）。
つ
ま
り
小
者
は
、
輿
に
先
立
ち
二
名
描
か
れ
て
い
る
。
上
杉
本
の
細
部
描
写
が
武

家
故
実
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
小
者
の
人
数
を
重
視
し
て
行
列
の
主
を
比
定
す

る
な
ら
ば
、
小
者
の
人
数
が
不
足
す
る
将
軍
の
行
列
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

行
列
の
組
み
方
と
し
て
も
、
小
者
の
基
本
的
な
位
置
は
、
行
列
の
先
頭
近
く
で
あ
る
。

小
谷
氏
が
依
拠
し
た
『
蜷
川
家
文
書
』
所
収
の
故
実
書
の
引
用
箇
所
の
直
後
に
は
、
乗
馬

し
て
将
軍
等
に
従
う
武
士
の
隊
列
を
示
し
た
図
が
あ
る
（
小
字
の
体
裁
を
改
め
た
）。

　

小
者　

　

中
間　
　

中
間　

中
間

　

雑
色
弓
・
う
つ
ほ
、

　

小
者　

　

主
人
馬　

　

厩
者　

笠
持

　

房
長
刀
、

　

小
者
打
刀
、　　
　
　
　
　

中
間
刀
、　

中
間　

中
間

　

将
軍
そ
の
人
の
行
列
と
し
て
は
、『
供
立
之
日
記
』（『
群
書
類
従
』
武
家
部
）
に
「
公

方
様
御
参
内
の
事
」
と
し
て
、
概
ね
次
の
よ
う
な
図
を
載
せ
る
。

　

御
小
者　

御
小
者　

御
走
衆
太
刀
ヲ
帯
、

は
ひ
木
を
持
、　
　

同
同
、　
同
、　

同
同
、　
同
、

　

御
小
者

　

御
輿
の
先
へ
六
人
、　　
　
　
　
　
　
　

御
輿　
　
　

御
笠
持

　

御
小
者

　

御
小
者　

御
小
者　

御
走
衆
太
刀
ヲ
帯
、

は
ひ
木
を
持
、　
　

同
同
、　
同
、　

同
同
、　
同
、

　

こ
の
う
ち
「
御
輿
の
先
へ
六
人
」
は
御
小
者
の
位
置
・
人
数
に
関
す
る
注
記
で
あ
ろ

う
。
二
木
『
中
世
武
家
の
作
法
』
で
は
注
記
を
略
し
て
引
用
す
る
（
一
〇
五
頁
）。
行
列

の
中
で
の
位
置
か
ら
も
、
小
谷
氏
が
小
者
に
数
え
た
３
〜
６
は
、
小
者
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
小
谷
氏
は
、
自
身
が
小
者
と
認
定
し
た
人
物
４
〜
６
が
携
え
る
モ
ノ
の
認
定
を

全
て
誤
る
。
文
献
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
上
杉
本
の
行
列
次
第
が
適
切
か
ど
う
か
は
、
こ
こ

で
の
課
題
で
は
な
い
。
上
杉
本
の
画
面
の
中
で
何
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

　

４
の
人
物
に
つ
い
て
は
、「
首
か
ら
丸
い
も
の
を
掛
け
た
小
人
」（「
人
」
は
マ
マ
、
但

し
歴
史
的
に
は
小
人
と
も
称
す
）
と
し
て
、
こ
の
「
丸
い
も
の
」
を
「
弽ゆ

が
け」
と
読
ん
で
い

る
。
し
か
し
画
面
に
は
「
丸
い
も
の
」
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
素す

襖お
う

・
直
垂
の
胸
前
に
く

る
紐
を
「
丸
い
も
の
」
の
掛か

け

緒お

と
誤
認
し
、
装
束
の
一
部
を
物
体
と
見
た
ら
し
い
。
周
辺

の
人
物
に
も
紐
を
描
い
て
い
る
。
腹
の
部
分
の
線
描
の
処
理
が
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
左
脇
に
差
す
刀
の
墨
の
直
線
を
物
体
の
輪
郭
線
と
見
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
弽

と
は
革
の
手
袋
で
、
セ
ッ
ト
に
も
な
る
鞆と

も

（
左
手
首
に
着
用
す
る
）
は
確
か
に
丸
い
が
、

両
者
の
総
称
だ
と
し
て
も
、
弽
が
「
丸
い
も
の
」
と
し
て
描
写
さ
れ
る
か
明
瞭
で
な
い
。

　

５
の
人
物
は
靭う

つ
ぼ（
矢
を
入
れ
る
筒
）
を
持
つ
と
す
る
。
し
か
し
靭
と
断
定
で
き
る
も
の

は
描
か
れ
ず
、
人
物
３
と
同
様
に
太
刀
で
あ
ろ
う
。
左
隻
第
五
扇
の
小
川
通
の
町
屋
に
靭

屋
が
描
か
れ
、
今
日
ま
で
伝
わ
る
町
名
（
上
京
区
靱
屋
町
）
の
表
示
で
あ
る
こ
と
は
、
上

杉
本
の
研
究
で
は
周
知
で
あ
る
。
後
ろ
の
人
物
か
馬
の
足
を
、
靭
に
見
間
違
え
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
他
の
太
刀
・
弓
な
ど
を
持
つ
人
物
は
、
右
腕
を
肱
で
上
方
に
曲
げ
、
太
刀
・
弓

な
ど
を
右
肩
に
掛
け
て
持
つ
。
５
の
人
物
は
右
腕
の
形
が
不
明
瞭
だ
が
、
金
で
装
飾
さ

れ
、
先
の
少
し
反
っ
た
黒
い
棒
を
持
っ
て
お
り
、
太
刀
の
類
で
あ
る
。

　

６
の
人
物
が
持
つ
長
い
黒
い
棒
も
、
上
部
に
鍔
の
よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
弓
で
は
な

く
、
柄
の
長
い
野
太
刀
（
大
太
刀
）
か
長
刀
か
で
あ
ろ
う
。
野
太
刀
の
携
え
方
と
し
て
鞘

を
持
つ
こ
と
が
あ
り
得
な
い
な
ら
ば
、
長
刀
と
な
る
。
鞘
の
包
袋
を
朱
色
と
す
る
す
ぐ
後

ろ
の
長
刀
と
は
異
な
る
が
、
黒
い
鞘
の
長
刀
も
し
く
は
野
太
刀
は
、
こ
の
行
列
の
最
後
尾

や
左
隻
第
四
扇
中
央
（
小
川
通
を
行
く
武
士
）
に
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
、
小
谷
氏
の
い
う
小
者
４
〜
６
の
持
ち
物
は
い
ず
れ
も
誤
認
で
、
弓
と
そ
の
付
属

品
を
持
た
せ
た
行
装
で
は
な
い
と
捉
え
た
方
が
、
行
列
の
構
成
も
整
合
的
で
あ
る
。
か
く

の
ご
と
く
立
論
に
と
り
核
心
的
な
描
写
を
読
み
誤
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
描
か
れ
た
モ

ノ
が
何
で
あ
る
か
、〈
名
づ
け
〉
を
行
う
際
に
、『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
で
上
杉
本
の
画
面

全
体
を
確
認
し
て
い
る
の
か
疑
問
を
覚
え
る
。
む
し
ろ
先
立
つ
結
論
的
な
思
い
付
き
か
ら



画像史料解析センター通信

5

解
釈
を
次
々
と
画
面
に
当
て
は
め
、
そ
の
根
拠
に
な
り
そ
う
な
文
献
を
局
所
的
に
切
り
取

っ
て
く
る
手
法
が
、
小
谷
氏
の
論
文
全
般
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
よ
う
。

　
　

二　

描
か
れ
た
輿

　

小
谷
氏
が
行
列
の
主
を
将
軍
と
断
じ
る
な
か
で
、
鍵
と
な
る
も
う
一
つ
の
論
点
は
、
輿

の
種
類
・
特
徴
で
あ
る
。
大
塚
氏
が
『
伊
勢
貞
興
返
答
書
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十

四
輯
下（

５
）
）・『
常
照
愚
草
』（
同
前（
６
）
）
な
ど
に
よ
っ
て
、「
塗
輿
は
公
方
や
門
跡
、
そ
の
他

公
方
か
ら
許
さ
れ
た
管
領
や
大
名
衆
の
み
が
認
め
ら
れ
」
て
い
た
と
指
摘
し
、
二
木
氏

も
「
義
政
期
以
降
に
お
い
て
、
洛
中
の
大
路
で
塗
輿
を
使
用
し
た
の
は
、
皇
族
・
門
跡
・

公
卿
・
殿
上
人
の
ほ
か
、
武
家
で
は
国
持
大
名
と
特
に
御
免
を
得
た
人
々
に
限
ら
れ
て
い

た
。」（『
中
世
武
家
の
作
法
』
一
八
四
頁
）
と
整
理
し
、
将
軍
の
出
行
の
乗
物
に
つ
い
て

も
代
々
の
考
証
を
行
う
。
こ
の
確
認
が
小
谷
論
文
で
は
な
さ
れ
な
い
。

　

代
わ
り
に
史
料
１
『
三
光
院
故
実
清
譚
』（
史
料
編
纂
所
蔵
押
小
路
家
本
）
と
し
て
、

「
諸
家
の
輿
ハ
有
廂
、
僧
幷
武
士
ハ
無
用
」
の
箇
所
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
群
書
類

従
』
雑
部
に
所
収
の
『
三
内
口
決
』（「
三
光
院
内
府
記
」「
故
実
清
談
」
と
も
）
と
同
書

で
、
善
本
で
も
な
い
一
写
本
で
引
用
す
る
必
要
は
な
い（

７
）。
三
条
西
実
枝
（
実
澄
、
一
五
一

一
〜
七
九
）
が
伊
勢
国
で
戦
国
大
名
化
し
た
北
畠
具
房
（
一
五
四
七
〜
八
〇
）
に
与
え
た

と
い
う
、
著
者
以
外
の
人
物
に
よ
る
識
語
が
付
さ
れ
た
有
職
故
実
書
で
、
幅
広
く
基
礎
的

な
知
識
を
平
易
に
説
く
。
こ
の
項
は
「
一
、
塗
輿
、〈
四
方
輿
之
代
也
、
当
時
者
車
之
代

也
、〉」
と
始
ま
り
、
引
用
箇
所
は
こ
の
直
後
で
、
以
下
で
は
路
頭
礼
や
輿
を
立
て
る
位
置

が
話
題
と
な
る
。
小
谷
氏
は
「
諸
家
」
を
「
公
家
」
と
し
、
将
軍
は
武
士
で
も
公
家
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
輿
の
主
に
つ
い
て
将
軍
の
可
能
性
を
言
う
。
し
か
し
『
三
内
口
決
』
全

体
を
見
れ
ば
、
武
家
・
将
軍
故
実
に
つ
い
て
細
か
な
議
論
に
適
し
た
史
料
で
は
な
く
、
二

木
氏
の
著
書
で
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
な
い
の
に
は
故
が
あ
る
。

　

こ
の
点
は
措
い
て
検
証
を
先
に
進
め
る
と
、
小
谷
氏
は
上
杉
本
の
輿
を
、
廂
の
あ
る
塗

輿
と
す
る
。
輿
に
付
く
廂
（
庇
）
と
は
、
屋
根
と
は
別
に
、
輿
の
前
（
後
）
の
開
口
部
に

付
け
ら
れ
る
補
助
的
な
小
屋
根
と
思
わ
れ（

８
）、

上
杉
本
の
輿
に
廂
が
あ
る
と
す
る
に
は
、
確

認
の
要
が
あ
る（

９
）。

年
代
が
遡
り
、
雨
眉
（
唐
破
風
）
と
な
る
が
、『
春
日
権
現
験
記
絵
』

巻
十
二
第
一
段
の
二
基
目
の
輿
【
図
２
】
が
廂
の
あ
る
輿
で
あ
る
。
上
杉
本
と
も
近
い

姿
で
、
廂
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
輿
と
し
て
は
、『
結
城
合
戦
絵
巻
』
を
あ
げ
う
る
【
図

３
】。
す
で
に
大
塚
氏
は
、「
輿
の
色
は
他
の
場
面
よ
り
も
少
し
黒
っ
ぽ
く
描
か
れ
て
い

て
、
塗
輿
だ
と
思
わ
れ
る
。
屋
根
板
の
張
り
方
も
他
の
輿
と
は
違
っ
て
い
て
、
区
別
さ
れ

た
輿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。」（
六
〇
頁
）
と
記
述
し
て
い
る
。
確
か
に
上
杉
本
に
描
か

れ
た
他
の
輿
は
、
屋
根
板
の
長
辺
が
縦
方
向
で
、
当
該
の
輿
の
み
が
板
を
横
に
並
べ
る
。

他
の
輿
は
垂
直
に
線
を
入
れ
て
切
妻
と
分
か
る
が
、
こ
の
輿
は
前
方
が
切
妻
に
も
寄
棟
に

も
見
え
、
廂
の
有
無
は
描
写
そ
れ
自
体
か
ら
は
明
確
で
な
い
。

　

参
考
と
な
る
の
が
、
上
杉
本
と
同
じ
く
狩
野
永
徳
を
筆
者
と
し
て
よ
い
「
洛
外
名
所
遊

楽
図
屛
風
」
で
あ
る（

（1
（

。
嵯
峨
清
凉
寺
釈
迦
堂
の
門
前
を
行
く
輿
【
図
４
】
は
、
濃
茶
色
で

描
か
れ
た
塗
輿
で
、
前
方
の
開
口
部
に
廂
が
付
く
。
輿
に
従
う
の
は
墨
染
の
衣
の
僧
侶

（
前
一
人
、
両
脇
各
一
人
、
後
ろ
三
人
）
が
中
心
で
、
黒
頭
巾
を
被
る
者
を
尼
僧
と
も
取

れ
る
が
、
嵯
峨
隻
で
は
秋
景
を
描
き
、
天
竜
寺
内
外
に
は
他
に
も
黒
頭
巾
を
被
る
僧
侶
が

お
り
、
男
僧
と
見
て
お
く
。
こ
の
輿
の
主
は
高
貴
な
僧
侶
の
可
能
性
が
高
く
（
公
家
が
帰

依
す
る
寺
の
僧
を
従
え
て
参
詣
す
る
様
と
し
て
は
、
俗
人
の
従
者
が
少
な
い
）、『
三
内
口

決
』
の
記
述
と
は
矛
盾
す
る
。
屋
根
板
を
並
べ
る
方
向
も
上
杉
本
は
「
洛
外
名
所
遊
楽
図

屛
風
」
と
同
じ
で
、
結
果
と
し
て
、
上
杉
本
も
廂
の
あ
る
塗
輿
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
と

判
断
で
き
る
。
し
か
し
『
三
内
口
決
』
が
想
定
す
る
記
述
の
水
準
、
永
徳
の
手
持
ち
の
造

形
語
彙
と
再
現
性
の
意
図
、
実
態
と
し
て
の
塗
輿
の
使
用
、
こ
れ
ら
の
噛
み
合
わ
せ
が
悪

く
、『
三
内
口
決
』
は
上
杉
本
の
輿
の
主
を
絞
り
込
む
根
拠
に
な
り
か
ね
る
。

　
「
洛
外
名
所
遊
楽
図
屛
風
」
の
輿
の
一
行
と
似
た
群
像
表
現
が
、
上
杉
本
の
下
京
隻
第

二
扇
中
程
【
図
５
】
に
見
ら
れ
る
。
塗
輿
の
屋
根
板
の
葺
き
方
は
縦
方
向
で
あ
る
が
、
前

方
に
廂
が
あ
る
。
こ
れ
も
輿
の
主
は
僧
侶
ら
し
い
。
上
杉
本
上
京
隻
第
五
扇
下
端
の
塗
の

な
い
輿
【
図
６
】
も
、
前
方
上
部
を
同
じ
よ
う
に
描
く
。
将
軍
御
所
に
年
始
に
参
っ
た
武

士
の
輿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
廂
と
認
定
し
て
よ
け
れ
ば
、
上
杉
本
の
描
写
で
は
、
廂
の
有

無
を
も
っ
て
輿
の
主
を
絞
り
込
む
こ
と
自
体
が
難
し
い
。

　

さ
ら
に
小
谷
氏
は
、
十
八
世
紀
の
伊
勢
流
故
実
書
で
あ
る
『
貞
丈
雑
記
』
に
拠
っ
て
輿

の
分
類
と
格
の
上
下
を
言
い
、
将
軍
の
遠
方
へ
の
出
行
に
お
け
る
輿
の
使
用
例
を
掲
げ
、
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板
輿
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
も
二
木
謙
一
「
足
利
将
軍
の
出
行
と
乗
物
」

（『
武
家
儀
礼
格
式
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
一
九
九
一
年
）
が
参

照
さ
れ
な
い
が
、
応
仁
の
乱
以
降
の
戦
国
期
の
状
況
に
さ
ほ
ど
紙
幅
は
割
か
れ
な
い
に
せ

よ
、
具
体
例
を
示
し
つ
つ
基
本
的
な
認
識
を
形
成
し
た
代
表
的
な
先
行
研
究
で
あ
る
。
そ

こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
想
定
は
、
将
軍
で
あ
れ
ば
板
輿
を
描
く
の
が
一
般
的
で
、
狭
義
の

板
輿
で
な
い
上
杉
本
の
輿
の
主
は
、
将
軍
で
な
い
と
し
て
検
討
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

し
か
し
小
谷
氏
は
、
輿
の
主
を
将
軍
と
先
に
決
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
将
軍
の
式
正

の
出
行
な
ら
ば
板
輿
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
上
杉
本
は
旅
行
な
ど
遠
方
へ
出
か
け
た
際
の
塗

輿
で
、
将
軍
の
洛
中
退
去
の
様
と
想
定
す
る
。
小
谷
氏
が
引
用
す
る
『
貞
丈
雑
記
』
の
部

分
に
は
、
将
軍
が
遠
出
し
た
際
に
は
塗
輿
を
用
い
る
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
塗
輿
の
格

と
し
て
「
略
儀
」「
常
用
」
が
あ
り
、『
貞
丈
雑
記
』
の
別
の
箇
所
か
ら
、
輿
と
は
関
係
な

い
記
述
を
組
み
合
わ
せ
、
将
軍
が
旅
行
な
ど
に
出
か
け
た
際
に
塗
輿
を
用
い
た
と
推
断
す

る
。
遠
出
か
ど
う
か
と
略
儀
・

常
用
と
は
別
の
範
疇
で
、
小
谷

氏
が
掲
げ
る
実
例
の
通
り
、
遠

出
で
あ
っ
て
も
（
で
あ
る
か
ら

こ
そ
威
儀
を
示
し
て
）
将
軍
は

板
輿
を
用
い
る
。
本
意
な
ら
ざ

る
将
軍
の
洛
中
退
去
と
い
う
状

況
を
捻
出
す
る
必
要
は
な
く
、

あ
く
ま
で
小
谷
氏
の
論
法
に
即

せ
ば
、
行
列
に
従
う
小
者
の
人

数
で
も
、
乗
輿
の
種
類
か
ら

も
、
輿
の
主
を
将
軍
に
比
定
す

る
の
は
、
解
釈
の
可
能
性
と
し

て
「
か
も
知
れ
な
い
」
の
範
囲

を
越
え
て
誤
謬
で
あ
る
。

　
『
貞
丈
雑
記
』
の
記
述
は
、

前
近
代
に
な
さ
れ
た
輿
の
研
究

と
し
て
詳
細
だ
が
、
概
説
と
い

う
べ
き
も
の
で
、
具
体
的
な
事

例
で
直
ち
に
踏
襲
で
き
な
い
。

注
６
に
引
い
た
『
常
照
愚
草
』

な
ど
、
板
輿
は
塗
輿
よ
り
格
下

右頁上　図２　『春日権現験記絵』巻十二第一段（部分）　宮内庁三の丸尚蔵館所蔵・提供
　　下　図３　『結城合戦絵巻』（部分）　国立歴史民俗博物館所蔵・提供

左頁上　図４　「洛外名所遊楽図屛風」左隻第二扇（部分）　個人蔵
　　中　図５　上杉本「洛中洛外図屛風」左隻第五扇（部分）　

米沢市上杉博物館所蔵・提供
　　下　図６　上杉本「洛中洛外図屛風」右隻第二扇（部分）　同上

図２　本誌をご参照下さい。

参考：東京国立博物館所蔵剥落模写
　　　https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/C0015697
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と
読
め
る
。
中
世
の
絵
画
史
料
全
般
を
見
渡
し
た
議
論
を
展
開
す
る
準
備
は
な
い
が（
（1
（

、
伊

勢
貞
丈
の
分
類
体
系
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
、
輿
の
屋
形
部
分
の
材
質
、
屋
根
の
形
状

に
よ
る
区
別
、
塗
の
有
無
、
史
料
上
の
語
彙
と
の
間
に
あ
る
ず
れ
が
、
上
杉
本
の
輿
の
理

解
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
と
く
に
史
料
上
の
板
輿
と
塗
輿
の
区
別
は
難
し
く
、
実
は

上
杉
本
の
輿
に
将
軍
は
乗
ら
な
い
と
言
い
う
る
の
か
疑
問
で
あ
る
（
塗
輿
＝
塗
り
の
あ
る

板
輿
と
し
て
包
摂
さ
れ
る
可
能
性
）。
上
杉
本
の
輿
は
、
貞
丈
の
言
う
四
品
中
の
最
下
等

で
あ
る
塗
輿
と
い
う
範
疇
よ
り
も
、
武
士
へ
の
栄
典
授
与（

（1
（

の
脈
絡
で
理
解
す
る
の
が
適
切

で
あ
る
。
先
の
引
用
に
続
け
て
二
木
氏
は
「
そ
れ
ゆ
え
乗
輿
の
使
用
は
武
家
衆
の
羨
望
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
」（『
中
世
武
家
の
作
法
』
一
八
四
頁
）
と
い
う
。
上
杉
本
の

行
列
で
は
、
権
勢
を
誇
る
地
位
の
表
象
や
晴
れ
が
ま
し
い
姿
と
し
て
、
緋
毛
氈
の
鞍
覆
や

白
傘
袋
と
と
も
に
塗
輿
が
描
か
れ
て
い
る
。
黒
田
日
出
男
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
上
杉
の
七

免
許
」
と
の
セ
ッ
ト
と
し
て
の
共
通
性
か
ら
、
行
列
の
主
を
推
定
す
る
論
理
を
立
て
た（

（1
（

。

図4　本誌をご参照下さい。

参考：狩野博幸『狩野永徳の青春時代　洛外名所遊楽図屏風』（小学館、2007年）

https://www.shogakukan.co.jp/books/09607024
CiNii　https://ci.nii.ac.jp/ncid/BA84301477）
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三　

研
究
史
の
参
照

　

仮
に
小
谷
氏
の
ご
と
く
将
軍
の
行
列
と
断
ず
る
な
ら
ば
、
比
較
す
べ
き
作
品
・
研
究
が

あ
る
。
上
杉
本
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る
天
文
〜
永
禄
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
「
足
利
将
軍
若

宮
八
幡
宮
参
詣
絵
巻
」
で
あ
り
、
こ
の
作
品
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
図
録
、
村
井
康
彦
・

下
坂
守
『
日
文
研
叢
書
七　

足
利
将
軍
若
宮
八
幡
宮
参
詣
絵
巻
』（
一
九
九
五
年（

（1
（

）
で
あ

る
。
図
版
は
小
さ
く
な
る
が
、
下
坂
『
描
か
れ
た
日
本
の
中
世
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三

年
）
で
も
論
文
は
参
照
可
能
で
あ
る
。
足
利
将
軍
の
出
行
を
視
覚
的
に
表
し
た
最
良
の
絵

画
史
料
が
、
文
献
史
料
と
照
応
さ
せ
た
懇
切
な
読
解
の
う
え
で
、
私
た
ち
に
提
供
さ
れ
て

い
る
。
二
木
氏
も
『
中
世
武
家
の
作
法
』
で
紙
幅
を
割
き
（
一
一
二
〜
九
頁
）、
絵
巻
の

成
立
時
期
は
天
文
〜
永
禄
期
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
様
は
文
明
〜
永
正
、
義

政
〜
義
稙
頃
と
し
た
。
さ
ら
に
佐
多
芳
彦
氏（

（1
（

は
本
絵
巻
の
服
飾
を
詳
し
く
検
討
し
、
初
期

洛
中
洛
外
図
屛
風
と
の
同
時
代
性
に
も
論
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

下
坂
氏
は
、
将
軍
出
行
に
従
う
御
小
者
を
六
人
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、『
伊
勢
貞

興
返
答
書
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
下
）
か
ら
「
公
方
様
御
小
者
六
人
に
さ
だ
ま

り
候
」
の
部
分
を
引
き
、
注
に
類
例
を
加
え
て
解
説
を
施
す
（
図
録
六
八
頁
）。
同
絵
巻

に
描
か
れ
た
六
人
の
束
髪
姿
の
従
者
を
御
小
者
と
認
定
す
る
の
に
鍵
と
な
っ
た
。

　

最
初
に
小
谷
論
文
を
見
た
際
の
奇
異
感
は
、
瀬
田
勝
哉
氏（

（1
（

の
議
論
へ
の
対
応
の
軽
さ
で

あ
る
。
瀬
田
氏
は
、
上
杉
本
の
行
列
の
理
解
に
二
つ
の
重
要
な
指
摘
を
し
た
。
一
つ
は
、

先
頭
の
曳
馬
の
掛
け
ら
れ
た
緋
毛
氈
の
鞍
覆
で
、
二
木
氏
の
研
究
を
参
照
し
、
公
方
様
な

い
し
公
方
様
に
き
わ
め
て
近
い
権
威
の
表
象
を
読
む
べ
き
と
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
長
刀

を
持
つ
異
様
な
頭
髪
の
人
物
を
房ぼ

う

と
し
、『
貞
丈
雑
記
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
が
、「
管

領
の
房
は
ひ
た
ひ
髪
な
し
。
其
外
は
有
り
」
の
記
述
か
ら
、
行
列
の
主
は
管
領
（
直
接
的

に
は
大
塚
説
の
細
川
晴
元
）
に
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
後
の
検
討
に
託
し
た
。

こ
の
二
点
は
、
長
大
な
「
公
方
の
構
想
」
の
中
で
も
、
瀬
田
氏
の
真
骨
頂
で
あ
る
、
細
部

へ
の
着
目
か
ら
時
代
の
現
場
へ
と
切
り
込
む
鮮
や
か
な
手
際（

（1
（

の
冴
え
渡
る
箇
所
で
あ
る
。

　

瀬
田
氏
が
『
貞
丈
雑
記
』
か
ら
「
房
と
云
は
長
刀
を
持
つ
者
也
」
を
引
用
し
た
際
に
は

省
略
が
あ
る
。
改
め
て
引
く
と
、「
一
、
房
と
云
は
長
刀
を
持
つ
者
也
、
公
方
様
に
は
房

な
し
、
御
長
刀
被
持
候
事
候
へ
ば
、
門
跡
の
御
力
者
参
候
由
、
条
々
問
答
に
有
り
」
と
あ

る
。「
条
々
問
答
」
と
は
『
宗
五
大
艸
紙
』
で
、
冒
頭
に
引
用
し
た
「
公
方
様
に
は
、
御

中
間
と
て
は
な
く
候
、
房
同
前
、
御
長
刀
被
持
候
事
候
へ
ば
、
門
跡
の
御
力
者
参
り
候
」

の
箇
所
が
該
当
し
、『
条
々
聞
書
貞
丈
抄
』（『
続
々
群
書
類
従
』）
四
で
は
「
室
町
記
の
応

永
廿
九
年
十
二
月
廿
一
日
の
記
文
に
も
、
三
宝
院
よ
り
力
者
を
進
ら
れ
し
由
見
え
た
り
」

と
す
る
（
ま
た
『
貞
丈
雑
記
』
の
力
者
の
項
に
詳
し
い
）。
実
際
、『
供
立
之
日
記
』
で
公

方
の
行
列
に
房
は
見
え
ず
、
公
方
に
供
を
す
る
武
士
の
従
者
と
し
て
長
刀
を
持
つ
房
が
加

わ
る
。
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）『
光
源
院
殿
御
元
服
記
』（『
群
書
類
従
』
武
家
部
）

で
は
、
確
か
に
房
で
な
く
、
御
力
者
が
長
刀
を
持
っ
て
将
軍
に
従
う
。「
公
方
様
に
は
房

な
し
」
が
歴
史
的
に
も
正
し
い
と
私
は
実
例
か
ら
考
証
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
輿
の
解
釈

で
『
貞
丈
雑
記
』
を
主
た
る
論
拠
と
し
、
房
が
従
う
上
杉
本
の
行
列
を
将
軍
の
も
の
と
す

る
小
谷
氏
は
、「
公
方
様
に
は
房
な
し
」
を
看
過
し
て
は
な
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
故
実
書

の
誤
り
と
論
証
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の
研
究
段
階
に
お
い
て
新
説
を
主
張
し
え
な
い
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

上
杉
本
を
『
穴
太
記
』
を
典
拠
と
す
る
「
物
語
絵
」「
歌
絵
」
と
す
る
小
谷
論
文
の
趣

旨
は
、
牽
強
付
会
の
空
想
で
あ
る
。
そ
の
結
論
か
ら
逆
算
し
、
将
軍
の
行
列
と
い
う
断
案

か
ら
、
画
面
の
中
に
「
不
明
・
不
自
然
な
点
」
を
数
え
上
げ
る
の
に
対
し
て
は
、
他
の
作

品
と
も
ど
も
、
画
面
の
再
見
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
絵
画
に
現
実
の
出
来
事
を
描
き
込

む
際
の
歴
史
的
な
作
法
に
つ
い
て
は
、
行
事
絵
や
そ
れ
と
関
わ
り
あ
る
中
世
絵
巻
、
あ
る

い
は
桃
山
風
俗
画
の
研
究
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
評
者
も
若
干
は
仕
事
を
し
た
。
特
定
の

文
献
・
文
学
作
品
を
恣
意
的
に
断
片
化
し
て
画
面
へ
持
ち
込
み（

（1
（

、
隠
さ
れ
た
意
図
が
読
み

解
け
た
と
主
張
す
る
小
谷
氏
の
手
法
は
、
根
本
的
に
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

註（
１
）
現
行
の
左
右
両
隻
の
呼
称
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
が
便
宜
用
い
る
。
初
期
洛
中
洛
外
図
屛

風
の
一
双
構
成
に
つ
い
て
は
、
小
谷
氏
の
小
川
御
所
の
位
置
比
定
に
拠
り
、
藤
原
「
洛
中
洛
外

図
屛
風
の
祖
型
を
探
る
―
京
中
図
を
描
く
視
点
―
」（
京
都
文
化
博
物
館
編
『
京
を
描
く
―
洛
中

洛
外
図
の
時
代
―
』
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
て
試
論
を
提
示
し
た
。
小
谷
氏
の
歴
博
甲
本
に
関

す
る
論
考
で
参
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
歴
博
甲
本
の
読
解
や
制
作
背
景
の
議
論
は
扱
わ
な
い



画像史料解析センター通信

9

が
、
問
題
の
構
図
は
上
杉
本
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

（
２
）
大
塚
活
美
「
輿
に
乗
る
貴
人
―
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
成
立
の
一
試
論
―
」（『
日
本
史
研
究
』

三
二
二
、
一
九
八
九
年
）。

（
３
）『
大
日
本
古
文
書　

蜷
川
家
文
書
』
五
冊
、
附
録
六
二
号
（
八
二
頁
）。

（
４
）
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
永
禄
年
間
以
降
に
は
名
前
の
み
で
判
断
で
き

な
い
事
例
も
増
え
る
が
、
個
人
名
は
ほ
ぼ
童
名
で
あ
る
。
武
家
故
実
書
な
ど
か
ら
、
後
述
の
下

坂
守
「
若
宮
八
幡
宮
蔵
『
足
利
将
軍
若
宮
八
幡
宮
参
詣
絵
巻
』
の
図
像
と
画
面
構
成
」
で
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
の
御
小
者
以
外
の
事
例
を
加
え
て
以
下
に
掲
げ
る
。『
貞
丈
雑
記
』
四
に

も
、「
公
方
の
御
小
者
の
名
は
何
若
と
付
る
也
、
諸
家
に
て
も
同
前
歟
」
と
し
て
事
例
を
引
く
。

　

・『
建
内
記
』
文
安
四
年
（
一
四
四
八
）
十
二
月
二
日
条
「
竹
若
丸
〈
山
名
小
者
也
、〉」。

　

・『
九
条
満
家
公
引
付
』
文
安
五
年
五
月
九
日
条
「
宮
千
代
丸
弟
千
代
福
丸
と
申
候
小
者
」。

　

・『
三
浦
家
文
書
』
八
七
号
・
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
八
月
三
日
「
仁
保
長
満
丸
〈
興
棟
〉
合

戦
注
文
」
の
死
傷
者
に
「
小
者
」
と
し
て
「
才
松
、
弟
法
師
、
幸
松
、
乙
法
師
」。

　

・『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
七
月
四
日
条
「
御
小
者
松
若
与
才
若
相
論
父
跡

職
之
事
」。

　

・『
毛
利
家
文
書
』
二
八
三
号
・
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
三
月
十
三
日
「
毛
利
元
就
・
隆
元

感
状
案
」
に
「
於
固
屋
口
合
戦
之
時
、
小
者
今
若
・
中
間
高
名
、
剰
被
疵
之
条
、」。

　

・『
吉
川
家
文
書
』
五
〇
七
号
・（
天
文
十
七
年
）
六
月
二
十
日
「
吉
川
元
春
合
戦
手
負
注
文
」
に

「
小
者
金
法
、
小
者
才
若
、
湯
浅
左
近
助
小
者
徳
法
」。
本
文
書
の
「
中
間
」
は
童
名
で
は
な
い
。

（
５
）「
こ
し
の
高
下
の
事
／
一
、
ぬ
り
こ
し
は
公
方
様
、
又
門
跡
長
老
な
ど
め
し
候
、
其
外
管
領
大

名
衆
、
公
方
様
よ
り
御
免
の
上
に
て
め
し
候
事
、
一
段
規
摸
な
る
事
候
、
金
物
の
数
は
五
ツ
七

九
十
一
な
ど
は
、
平
人
は
あ
る
ま
じ
き
事
候
、」

（
６
）「
一
、
ぬ
り
こ
し
御
免
の
事
、
三
職
ハ
不
及
御
免
、
其
外
国
持
幷
大
名
な
ど
乗
つ
け
ら
れ
候
、

家
々
代
替
の
時
御
免
を
申
さ
れ
し
な
り
、
其
時
は
す
だ
れ
を
上
て
乗
用
也
、
大
名
国
持
に
て
も

無
之
衆
ハ
、
御
免
申
上
候
て
も
、
す
だ
れ
を
お
ろ
し
て
も
乗
用
也
、
奉
公
方
ハ
い
か
に
分
限
あ

り
と
も
、
乗
用
候
事
は
無
之
、
所
労
な
ど
の
時
い
た
ご
し
ニ
、
す
だ
れ
を
ろ
し
乗
る
事
は
法
外
、

非
制
限
な
り
、
入
道
ニ
て
は
不
及
御
免
由
候
へ
ど
も
い
か
ゞ
候
哉
、
赤
う
る
し
に
も
こ
き
赤
う

る
し
、
く
り
い
ろ
な
ど
次
第
有
之
事
也
、
自
然
忍
て
乗
用
の
時
ハ
、
ち
り
と
り
（
塵
取
：
屋
形

の
な
い
手
輿
）
ニ
の
り
候
て
な
ど
ゝ
、
ひ
げ
の
詞
申
事
も
在
之
、」

（
７
）『
新
校
群
書
類
従
』
本
で
は
、
内
閣
文
庫
本
『
三
内
秘
記
』［
一
四
七

−

七
〇
〇
］
の
朱
書
に

拠
り
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
奥
書
を
加
え
て
い
る
。
小
谷
氏
の
元
の
出
処
は
、『
貞
丈
雑

記
』
七
の
輿
の
項
に
「
三
光
院
内
府
記
」
と
し
て
あ
る
引
用
（
頭
書
）
か
。

（
８
）
牛
車
の
場
合
は
、
さ
ら
に
側
面
の
窓
（
物
見
）
の
上
に
廂
が
付
く
も
の
も
あ
っ
た
。

（
９
）
櫻
井
芳
昭
『
輿
』（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
一
五
六
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）

は
、
上
杉
本
に
描
か
れ
て
い
る
輿
六
基
を
概
観
し
、「
こ
の
輿
は
三
角
屋
根
の
張
り
方
が
急
で
、

前
の
ひ
さ
し
も
あ
り
、
他
の
輿
よ
り
高
級
仕
様
の
塗
輿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」（
二
〇
九
頁
）
と

記
述
す
る
。
歴
博
甲
本
（
左
隻
第
三
扇
）
に
唯
一
描
か
れ
た
輿
は
、
小
川
通
を
行
く
武
士
（
将

軍
で
は
あ
る
ま
い
）
の
も
の
で
、
塗
り
が
な
く
庇
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
10
）
図
版
は
狩
野
博
幸
『
狩
野
永
徳
の
青
春
時
代　

洛
外
名
所
遊
楽
図
屛
風
』（
ア
ー
ト
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
）
一
八
頁
。
狩
野
博
幸
「
狩
野
永
徳
筆　

洛
外
名
所
遊
楽
図

屛
風
（
宇
治
川
・
大
堰
川
）」（『
国
華
』
一
三
三
一
「
特
輯　

洛
外
図
」、
二
〇
〇
六
年
）、
藤
原

「
永
徳
筆
「
洛
外
名
所
遊
楽
図
屛
風
」
と
上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
談
義
」（『
画
像
史
料
解

析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
四
〇
、
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
11
）
乗
輿
に
つ
い
て
は
別
途
研
究
を
進
め
て
お
り
、
わ
ず
か
な
要
点
の
み
だ
が
、
藤
原
「
口
絵
解

説　
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
乗
輿
一
」（『
日
本
歴
史
』
八
五
四
、
二
〇
一
九
年
七
月
）
が
あ
る
。

（
12
）
二
木
謙
一
「
偏
諱
授
与
お
よ
び
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
免
許
」（『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
前
出
「
足
利
将
軍
の
出
行
と
乗
物
」。
輿
の
御
免
に
つ
い
て
は
、

『
宗
五
大
艸
紙
』
に
「
人
に
依
て
輿
御
免
候
、
三
職
其
外
御
相
伴
衆
・
吉
良
殿
・
石
橋
殿
な
ど
同

前
、
御
免
の
沙
汰
な
く
め
し
候
、
御
相
伴
衆
之
内
に
も
赤
松
殿
・
京
極
殿
・
大
内
殿
御
免
候
被
乗

候
、
土
岐
殿
・
六
角
殿
同
前
、
又
細
川
左
馬
頭
殿
・
勢
州
代
よ
り
御
免
候
、
評
定
所
衆
同
前
、
奉

行
も
式
正
や
う
の
出
仕
の
時
、
輿
に
被
乗
候
、
又
人
の
ぶ
ん
ざ
い
に
よ
り
て
め
し
つ
れ
候
者
数
さ

だ
ま
る
よ
し
も
候
」
と
あ
る
。

（
13
）
黒
田
日
出
男
『
謎
解
き
洛
中
洛
外
図
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
）
一
三
一
頁
。

（
14
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
出
版
」
よ
り
全
頁
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
閲
覧
可

能
。
冊
子
体
の
参
照
は
必
要
で
あ
る
が
、
マ
ス
キ
ン
グ
等
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

（
15
）
佐
多
芳
彦
「「
足
利
将
軍
若
宮
八
幡
宮
参
詣
絵
巻
」
の
作
期
―
服
装
史
に
お
け
る
中
・
近
世
移

行
期
の
資
料
と
し
て
―
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
二
年
）。
ま
た

土
谷
真
紀
『
初
期
狩
野
派
絵
巻
の
研
究
』（
青
簡
舎
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、「
二
尊
院
縁
起
絵

巻
」
に
描
か
れ
た
武
家
の
行
列
の
分
析
で
「
参
詣
絵
巻
」
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
瀬
田
勝
哉
「
公
方
の
構
想
」（『
洛
中
洛
外
の
群
像
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
。『
増
補　

洛
中

洛
外
の
群
像
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
九
年
、
再
録
）。

（
17
）
前
注
瀬
田
『
増
補　

洛
中
洛
外
の
群
像
』「
内
山
直
三
氏
へ
の
手
紙
―
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

版
あ
と
が
き
に
か
え
て
」・
横
井
清
「
解
説
」。
藤
原
「
書
評
と
紹
介　

瀬
田
勝
哉
編
『
変
貌
す

る
北
野
天
満
宮
』」（『
日
本
歴
史
』
八
三
〇
、
二
〇
一
七
年
七
月
）
も
参
照
。

（
18
）
岡
見
正
雄
・
佐
竹
昭
広
『
標
注　

洛
中
洛
外
図
屛
風　

上
杉
本
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三

年
）
と
は
全
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
は
、
念
の
た
め
注
記
す
る
。

（
19
）
小
谷
氏
が
参
照
し
な
い
下
川
雅
弘
「『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
の
注
文
時
期
と
そ
の
動
機

に
関
す
る
ノ
ー
ト
―
近
年
の
戦
国
期
畿
内
政
治
史
研
究
の
成
果
に
学
ぶ
―
」（『
駒
沢
女
子
大
学
研

究
紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）
は
、
黒
田
注
13
著
を
現
在
の
注
文
主
に
関
す
る
仮
説

の
到
達
点
と
認
め
た
上
で
、
そ
の
疑
問
・
限
界
を
誠
実
に
検
証
し
て
お
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
黒
田
説
と
異
な
っ
た
制
作
事
情
に
つ
い
て
の
仮
説
も
、
こ
の
よ
う
な
作
業
の
上
に

進
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
自
ら
の
思
い
つ
き
に
反
す
る
史
料
や
先
行
研
究
を
な
い
も
の
と
し

て
、
自
己
完
結
的
に
論
理
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
歴
史
学
で
個
別
事
象
を
扱
う
際
に
は
、

学
術
的
著
述
と
見
な
さ
れ
な
い
。

右＝




